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住
民
の
皆
様
、
新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
年
を

健
や
か
に
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
、
健
康
で

明
る
く
希
望
に
満
ち
た
１
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
日
ご
ろ
か
ら
町
政

に
対
す
る
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援

に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
ス
ポ
ー

ツ
界
で
は
、
名
誉
町
民
の
木き

﨑ざ
き

良
り
ょ
う

子こ

さ
ん
が
名
古
屋
ウ
ィ
メ
ン
ズ
マ
ラ

ソ
ン
で
優
勝
し
、
８
月
の
モ
ス
ク
ワ

世
界
陸
上
マ
ラ
ソ
ン
競
技
の
日
本
代

表
と
し
て
出
場
さ
れ
、
見
事
４
位
と

い
う
素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
プ
ロ
野
球
の
糸い

と
井い

嘉よ
し

男お

選
手
は
変
わ
ら
ず
チ
ー
ム
の
柱
と

し
て
、
さ
ら
に
Ｗ
Ｂ
Ｃ
で
も
主
力
選

な
被
害
を
受
け
ず
に
す
み
ま
し
た
。

　
今
回
も
最
小
限
の
被
害
に
お
さ
え

ら
れ
た
の
も
町
全
体
で
「
安
心
・
安

全
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
標
に
掲
げ
、

多
く
の
取
り
組
み
を
実
施
す
る
等
、

皆
様
の
防
災
意
識
の
高
さ
・
協
力
が

あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
昨
年
は
台
風
や
悪
天
候
の

影
響
を
受
け
、
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
、
よ
さ
の
大
江
山
登
山
マ

ラ
ソ
ン
、
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｏ
オ
ー
タ
ム

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
等
の
イ
ベ
ン
ト
が

規
模
縮
小
・
中
止
と
な
り
残
念
な
一

年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
う
い
っ
た
中
で
も
「
第
３
回
全

国
女
性
町
長
サ
ミ
ッ
ト
」
を
本
町
で

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

ち
づ
く
り
に
参
画
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
多
く
の
団
体
の
協
力
を
得
て
、

町
の
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
成

手
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま

し
た
。
２
人
の
活
躍
は

与
謝
野
町
の
明
る
い
話

題
と
な
り
、
希
望
や
元

気
を
与
え
て
い
た
だ
い

た
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
町
内
に
目
を

向
け
振
り
返
り
ま
す
と
、

台
風
18
号
が
近
隣
の
市

町
を
襲
い
、
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
幸
い

に
も
与
謝
野
町
は
大
き

果
を
町
内
外
へ
発
信
す
る
こ
と
が
で

き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
町
内
経
済
・
産
業
は
依
然

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
中
、
み
ん
な
で
作
り
上
げ

た
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
の
基
本

理
念
「
地
域
循
環
型
経
済
の
構
築
」

を
具
体
化
し
た
取
り
組
み
「
ま
ち
グ

ル
」
が
実
施
さ
れ
、
ま
た
暮
れ
に
は

産
業
振
興
会
議
か
ら
新
た
に
提
言
書

が
出
さ
れ
た
こ
と
等
、
着
実
に
前
進

し
て
お
り
、
今
年
は
さ
ら
に
一
歩
進

む
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
公
共
交
通
で
は
、
10
月
に
は
丹
海

バ
ス
と
２
市
２
町
が
協
力
し
て
上
限

２
０
０
円
バ
ス
が
運
行
開
始
さ
れ
好

評
で
す
。「
行
き
た
い
と
こ
ろ
へ
行

け
る
地
域
の
足
」
と
し
て
根
付
い
て

い
く
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
京
都
府
と
北
部
５
市
２
町

を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
い
る
「
海
の

京
都
構
想
」
で
は
、
与
謝
野
町
は
ち

り
め
ん
街
道
を
戦
略
拠
点
と
し
て
お

り
、
12
月
に
は
海
の
京
都
与
謝
野
町

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
与
謝
野
町
実
践

者
会
議
に
お
い
て
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
い
よ
い
よ
実
践
す
る
年
に
な

り
ま
す
が
、
ち
り
め
ん
街
道
の
み
な

ら
ず
町
全
体
の
「
ま
ち
づ
く
り
観
光
」

へ
の
発
展
を
目
指
し
て
お
り
、
官
民

が
協
働
し
て
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

新春町長あいさつ

　
教
育
・
子
育
て
の
分
野
で
は
、
子

ど
も
た
ち
の
育
つ
町
独
自
の
環
境
整

備
を
目
指
し
、
町
政
懇
談
会
の
開
催
、

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
へ
の
諮
問
を

行
い
、
会
議
か
ら
年
末
に
答
申
を
い

た
だ
き
、
今
年
は
認
定
子
ど
も
園
等

の
取
り
組
み
が
芽
吹
こ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　
平
成
24
年
実
施
の
ま
ち
づ
く
り
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
「
与
謝
野
町
に

住
み
続
け
た
い
」
と
い
う
項
目
が
、

平
成
20
年
の
結
果
と
比
べ
４
％
増
加

し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
に
加

え
、
一
人
ひ
と
り
が
与
え
ら
れ
た
責

務
を
果
た
し
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
た
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
は
住
民
の
皆
様
が
「
新
町
に

な
っ
て
よ
か
っ
た
、
町
政
が
役
に

立
っ
て
い
る
」
と
実
感
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、「
花
を
咲
か
せ
る
」
い

わ
ば
「
総
仕
上
げ
」
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
る
年
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
平
成

20
年
度
か
ら
29
年
度
を
計
画
期
間
と

し
て
、
皆
様
と
と
も
に
策
定
し
た
総

合
計
画
を
仕
上
げ
る
こ
と
を
基
本
に
、

さ
ら
に
力
強
く
皆
様
と
と
も
に
、
次

に
つ
な
が
る
よ
う
全
力
で
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
今
年
一
年
が
皆
様
に

と
っ
て
実
り
多
い
、
幸
多
い
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
心
か
ら
祈
念
し
ま
し
て
、

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

与謝野町長

太
おお

田
た

 貴
あつ

美
み

協働によるまちづくりへ
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会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
国
に
お
き
ま
し
て
は
、「
道
州
制
」

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
」
な
ど
住
民
自
治
の
衰
退

が
予
測
さ
れ
る
よ
う
な
重
大
案
件
が

あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
全
国
町
村
議

会
議
長
会
で
は
反
対
の
決
議
を
し
て

い
ま
す
。
本
町
議
会
に
お
い
て
も
、

郷
土
の
平
安
と
安
寧
を
求
め
て
真
摯

で
す
が
、
議
会
運
営
上
、

無
い
方
が
好
ま
し
い
と

判
断
し
て
い
ま
す
。
議

員
間
の
自
由
闊か

っ
達
な
討

議
、
政
策
立
案
等
に
果

敢
に
挑
み
、
開
か
れ
た

議
会
、
二
元
代
表
の
一

翼
を
し
っ
か
り
と
遂
行

で
き
る
議
会
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
ま
ず
は
広

報
広
聴
が
第
一
歩
で
あ

る
と
考
え
、
議
会
懇
談

判
断
か
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

　
報
酬
に
つ
い
て
は
現
状
維
持
と
し

ま
し
た
。
大
幅
削
減
を
す
べ
き
と
の

意
見
も
強
く
あ
り
ま
し
た
が
、
政
務

調
査
費
、
費
用
弁
償
は
付
け
ず
に
現

状
な
ら
ば
妥
当
と
い
う
意
見
が
主
力

で
し
た
。
報
酬
の
高
い
安
い
は
住
民

の
議
会
（
議
員
）
へ
の
評
価
に
よ
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
議
会
と
し
て
の
さ

ら
な
る
機
能
向
上
に
よ
り
、
住
民
と

の
信
頼
関
係
を
築
き
あ
げ
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
議
会
の
会
期
に
つ
い
て
も
見
直
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。
現
在
の
年
4
回

の
定
例
会
か
ら
通
年
議
会
へ
変
わ
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
の
会
派
制
は
や
め
る

こ
と
を
望
み
ま
す
。
現
在
２
人
（
２

会
派
）、３
人
（
２
会
派
）、４
人
（
１

会
派
）、
無
会
派
４
人
と
い
う
現
状

　
皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
平
素
は
与
謝
野
町
議
会
に
対
し
ま

し
て
、
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
さ
て
、
本
年
は
京
都
府
知
事
、
与

謝
野
町
長
、
与
謝
野
町
議
会
、
い
ず

れ
も
改
選
の
年
（
４
月
選
挙
）
で
あ

り
ま
す
。

　
懸
案
事
項
で
あ
り
ま
し
た
本
町
議

会
議
員
定
数
は
、
18
人
か
ら
16
人
へ

と
削
減
い
た
し
ま
し
た
。（
平
成
25

年
3
月
議
会
）
は
た
し
て
議
員
定
数

削
減
が
今
後
の
町
行
財
政
の
健
全
化
、

町
活
性
化
、
議
会
運
営
等
に
寄
与
で

き
る
も
の
か
は
な
は
だ
疑
問
の
点
が

あ
り
ま
す
が
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
や
今
後
の
人
口
減
、
府
内
市
町

村
の
動
き
等
を
鑑
み
ま
す
と
妥
当
な

議長新年あいさつ

信頼される議会へ

与謝野町議会議長

赤
あか

松
まつ

 孝
こう

一
いち

に
協
議
の
う
え
、
住
民
の
皆
様
に
訴

え
ま
す
。

　
む
す
び
に
あ
た
り
、
本
年
が
与
謝

野
町
民
に
と
り
ま
し
て
幸
多
い
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
謹
ん
で
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
し
て
、
誠
に
簡
単
措
辞
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
新
春
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

議会懇談会の様子
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●与謝野町俳句大会
◎ CLOSE UP　200 円バスＱ＆Ａ

昨 年 10 月１日からスタートした
上限 200 円バス。

　皆さんに大変好評ですが、料金体系
が大きく変化したほか、路線やダイヤ
も変更となったので、疑問の声が多く
聞かれました。
　今回はそんな皆さんから寄せられた
疑問にお答えします。

HP 右側の「上限 200 バス」
バナーをクリック！

与
謝
野
町
俳
句
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

　
12
月
８
日
、
２
回
目
と
な
る
与
謝
蕪
村
顕

彰
与
謝
野
町
俳
句
大
会
が
知
遊
館
で
開
催
さ

れ
、
会
場
に
は
町
内
外
か
ら
２
０
０
人
が
来

場
し
ま
し
た
。

　
事
前
投
句
の
表
彰
式
で
は
自
由
題
の
部
７

句
、
前ま

え
が
き書
俳
句
の
部
３
句
が
表
彰
さ
れ
、
読

み
上
げ
ら
れ
る
す
ば
ら
し
い
句
に
来
場
し
た

皆
さ
ん
は
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
次
に
平
成
Ｂ
ｕ
ｓ
ｏ
ｎ
俳
句
大
賞
に
選
ば

れ
た
小
中
学
生
の
９
句
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
受
賞
し
た
小
中
学
生
は
自
分
の
俳
句
を

読
み
上
げ
て
披
露
し
ま
し
た
。

　

表
彰
式
の
終
了
後
は
、
宇う

多だ

喜き

代よ

子こ

氏
、

茨い
ば
ら
き木
和か
ず
生お

氏
、
大お
お
石い
し
悦え
つ
子こ

氏
、
南み
な
みう
み
を
氏

に
よ
る
入
賞
作
品
の
講
評
が
行
わ
れ
、
来
場

者
の
皆
さ
ん
は
、
４
人
の
講
評
を
熱
心
に
聞

き
な
が
ら
メ
モ
を
取
り
、
自
分
の
作
品
と
も

●
与
謝
野
町
俳
句
大
賞

　
　
水
の
よ
く
動
き
良
き
紙
漉
き
上
ぐ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
廣
瀬
裕
千
（
福
知
山
市
）

●
宇
多
喜
代
子
特
選
賞

　
　
初
雪
や
頂
円
き
大
江
山

　
　
　
　
　
　
　
　
天
野
逸
風
子
（
算
所
）

●
茨
木
和
生
特
選
賞

　
　
短
日
の
演
奏
会
に
椅
子
を
足
す

　
　
　
　
　
　
　
　
堀
口
恵
美
子
（
舞
鶴
市
）

●
大
石
悦
子
特
選
賞

　
　
冬
霧
の
与
謝
に
来
て
我
浦
嶋
子

　
　
　
　
　
　
　
　
牧
田
治
子
（
静
岡
県
）

●
津
田
仙
子
特
選
賞

　
　
大
江
山
見
て
く
だ
さ
い
と
障
子
開
け

　
　
　
　
　
　
　
　
大
槻
美
千
江
（
舞
鶴
市
）

●
南
う
み
を
特
選
賞

　
　
日
向
ぼ
こ
ど
ち
ら
が
先
に
逝
か
ん
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
佐
知
子
（
舞
鶴
市
）

●
白
数
康
弘
特
選
賞

　
　
短
日
の
演
奏
会
に
椅
子
を
足
す

　
　
　
　
　
　
　
　
堀
口
恵
美
子
（
舞
鶴
市
）

第２回与謝蕪村顕彰与謝野町俳句大会

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

「
対
談
・
わ
た
し
の
蕪
村
」

　
午
後
か
ら
は
茨
木
和
生
氏
と
大
石
悦
子
氏

が
対
談
す
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
「
対
談
・
わ

た
し
の
蕪
村
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
初
め
に
は
、
平
成
Ｂ

ｕ
ｓ
ｏ
ｎ
で
入
賞
し
た
小
中
学
生
の
う
ち
３

人
が
出
演
し
、
自
分
が
選
ん
だ
お
気
に
入
り

の
蕪
村
俳
句
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。
小

中
学
生
な
ら
で
は
の
視
点
に
、
茨
木
さ
ん
、

大
石
さ
ん
、
会
場
の
皆
さ
ん
か
ら
拍
手
が
送

ら
れ
る
場
面
も
あ
り
、
会
場
は
盛
り
上
が
り

を
見
せ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
対
談
で
は
、
茨
木
さ
ん
と
大
石

さ
ん
の
蕪
村
俳
句
に
対
す
る
思
い
や
考
え

を
、
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
話
、
途
中
に
は
歌

照
ら
し
合
わ

せ
、
学
び
ま

し
た
。

※
事
前
投

句
・
平
成
Ｂ

ｕ
ｓ
ｏ
ｎ
俳

句
大
賞
入
賞

作
品
は
『
広

報
よ
さ
の
12

月
号
』
で
紹

介
し
て
い
ま

す
。

事
前
投
句
入
賞
者
の
皆
さ
ん

声
も
披
露
さ
れ
る
な
ど
、
笑
い
を
交
え
な
が

ら
の
対
談
と
な
り
、
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
て

い
ま
し
た
。

１
１
３
句
の
当
日
投
句　

　
ま
た
、
事
前
投
句
表
彰
式
の
前
に
受
付
を

行
っ
た
当
日
投
句
で
は
、
１
１
３
句
（
一
人

１
句
）
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
日
投
句
参
加
者
に
よ
る
互
選
得
点
と
選

者
選
得
点
を
合
算
し
た
最
高
賞
「
与
謝
野
町

俳
句
大
賞
」
と
、
６
人
の
選
者
が
選
考
さ
れ

た
一
句
ず
つ
を
選
者
特
選
賞
と
し
て
決
定

し
、
そ
の
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
入
賞
７

作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。

当日投句入賞作品の講

評をする大石悦子さん

右／「与謝野町俳句大

賞」を受賞された須
す

田
だ

さらささん

左／「平成Ｂｕｓｏｎ大賞」

を受賞した吉
よし

田
だ

七
なな

海
み

さん

左／当日投句で「与謝野町俳句大賞」

を受賞した廣
ひろせゆうせん

瀬裕千さん

右／入賞した平成Ｂｕｓ

ｏｎ小中学生と対話する

茨木さんと大石さん

好
評
の
上
限
２
０
０
円
バ
ス

皆
さ
ん
の
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
！

　丹後どこでも 200 円で行けるわけ
ではありません。２市２町を３つ

のエリアにわけており、そのエリア内で
あれば 200 円です。エリアをまたいで
乗車すると料金がプラス（200 円または
以前から 200 円未満の区間は 150 円な
ど）にかかります。
　また、同じエリア内でも乗り換えると、
一度バスを降りて運賃を支払うことにな
るので、２度の支払いが必要です。

宮津までの直通便はないの

　男山など伊根線・蒲入線・経ヶ
岬線の沿線地域の方のみ乗り継

ぎなしで宮津市内まで行くことができ
ます。
　以前は峰山線が、峰山から水戸谷バ
ス停（上山田）から岩滝バス停（岩滝
庁舎前）を通り、宮津市内へ行くルー
トを通っていたので、沿線の方は乗り
継ぎなしで宮津市内まで行くことがで
きましたが、昨年 10 月から峰山線が
一部休止し、野田川丹海前バス停（丹
海バス本社）までとなりました。
　そのため伊根線等の沿線地域以外の
方は与謝線・福知山線・病院線等から
岩滝バス停での乗り換えが必要です。

路線やダイヤがわからない。

　町内には、多くの路線バスが
走っています。また、その他の

公共交通機関として町営バス、KTR も
あります。町が発行する「与謝野町バ
ス・鉄道時刻表」に町内全ての路線と
時刻表を掲載していますので、ご活用
ください。この時刻表は昨年９月に全
世帯に配布したほか、各庁舎や野田川
駅にも置いてあります。町ホームペー
ジでもご覧になれます。

以前の運賃との差額は町が補てんしているの

　そうではありません。料金体系自体を昨年 10 月から大きく見直し、
利用しやすい低額運賃になったもので、差額を補てんしているわけ

ではありません。しかし、与謝野町を含めた沿線市町、国・府の支援で路
線バスは維持されています。この路線バスを、より多くの方に、より気軽
に利用してもらうことが 200 円バスの目的です。

どこまで乗っても 200 円なの

　「上限」が 200 円なので、200 円
以下だった料金はそのままです。

200 円より高かった区間だけが 200 円
（１つのエリア内）に変更となりました。

今まで 150 円だった区間
の料金はどうなったの

200 円バスで
どう変わった
のかしら？

ウイルに停車する丹海バス（後ろはコミュニティバスひまわり）
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コンビ二納付 　　２月スタート！

■コンビニで納付できない場合
◎納付書にバーコードが印字されていない場　
　合。 
◎納付書の破損等によりバーコードが読み取れ
　ない場合。 
◎金額を手書きで訂正した納付書を使用する場

■取り扱いできるコンビニエンスストア一覧（50 音順）

●エブリワン　
●ＭＭＫ設置店
●くらしハウス　
●ココストア　
●コミュニティ・ストア
●サークルＫ　

●サンクス　
●スパー北海道　
●スリーエイト　
●スリーエフ　
●生活彩家　
● セイコーマート　　　

●セーブオン　
●セブン・イレブン
●タイエー　
●デイリーヤマザキ
●ハセガワストア
● ファミリーマート　　

●ポプラ　
●ミニストップ　
● ヤマザキスペシャルパート　
　ナーショップ　
●ヤマザキデイリーストアー　
●ローソン

　　　コンビニ納付Ｑ＆Ａ

Ｑコンビニで納付する際に、手数料はかかります
か？ 

Ａ町が負担いたしますので、納付の際には手数料
はかかりません。

Ｑコンビニ納付に対応した納付書に記載されてい
るコンビニ使用期限を過ぎてしまいましたが、
まだコンビニで納付することはできますか？ 

Ａ使用期限を過ぎた納付書は、コンビニで納付で
きません。指定金融機関等でのお取り扱いとな
りますので、納期限までの納付をお願いします

（なお、税額や納期限からの経過日数によっては
延滞金が加算される場合があります）。

Ｑ納税証明書がすぐに必要なのですが

Ａコンビニで納付いただいた場合、町で収納確認
ができるまでに時間がかかる場合があります。
納税証明書がすぐ必要な方は、コンビニの領収
印が押印された領収証書を税務課または加悦、
岩滝の地域振興課にお持ちいただき、納税証明
書の交付申請をしてください。

■ 納められた後、「領収証書」　
　と「レシート」は、必ず
　 受け取ってください！
　コンビニで納付した後、納付書から切り離し
た押印済の「領収証書」と「レシート」の両方
を必ず受け取り、大切に保管してください。
  「レシート」は、コンビニ店舗のレジを通した
重要な証拠となります。

■コンビニ納付に関するお問い合せ先
【税 務 課】　☎ 44-2084 ●住民税 ●固定資産税　
 ●軽自動車税

【保 健 課】　☎ 43-1514 ●国民健康保険税 ●後期高齢者医療保険料
【福 祉 課】　☎ 43-1513 ●介護保険料 ●保育料　
 ●学童保育料 ●時間外保育料

【教育推進課】　☎ 43-2193 ●幼稚園使用料
【水 道 課】　☎ 44-2085 ●上下水道使用料（上水道・簡易水道）こちらが新しい納付書様式です ( 住民税・固定資産税・国民健康保険税用 )。今までどおり税・料金ごとに色分けします ( 一部同色あり )。

■利便性の向上を目指して　
　町では、町税と一部料金の納付の利便性を向上するた
め、これまで納めることができた各金融機関に加え、コ
ンビニエンスストア ( 以下、コンビニ ) で納付いただけ
るコンビニ納付のサービスを本年２月から開始します。
　これにより、休日や夜間を問わず、全国のコンビニで
納付いただけるようになります（店舗により営業時間は
異なります） 。

■納付できる税および料金
●住民税（特別徴収・法人住民税を除く）
●固定資産税
●軽自動車税
●国民健康保険税
●後期高齢者医療保険料
●介護保険料

■納付書の様式が変わります
　サービス開始に伴い、２月１日以降に発行する納付書
から、コンビニでも使用できるバーコード印字付きの様
式に変わります（コンビニでの使用における注意点等は
右ページをご覧ください）。
　なお、２月までに発行しました納付書は、本年５月末
日まで、コンビニを除く各金融機関および役場会計室等
でこれまでどおり使用して
いただけますが、納期限ま
でに納付いただきますよう
お願いします。
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● INFORMATION2 ２月から町税および料金の一部はコンビニでの支払いが加わり便利になります

　合。 
◎ １枚の納付書の金額が、
　30 万円を超える場合。 
◎ 納付書に記載の使用期
　限が過ぎた場合（コンビ
　ニ以外では使用できま   
　す）。
◎旧納付書の場合。

２月から町税および料金の一部
はコンビニでの支払いが加わ

り便利になります

●保育料（時間外保育料）
●学童保育料
●幼稚園使用料
●上下水道使用料（簡易水道）
●上下水道使用料（上水道）

info



がんばってます！消防団 編集 ● 消防団本部

●●

●

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
年
を
ご
家
族
お
揃
い
で
健
や
か
に
お
迎
え

に
な
ら
れ
ま
し
た
こ
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。
住
民
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
消

防
団
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
格
別
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
与
謝
野
町
誕
生
以
来
、「
火
災
ゼ
ロ
の
町・

与
謝
野
町
」
を
目
指
し
て
消
防
団
活
動
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
昨
年
は
、
一
昨

年
よ
り
１
件
増
の
13
件
も
の
火
災
が
発
生
し

ま
し
た
。
火
災
の
原
因
は
複
雑
多
様
化
し
て

お
り
ま
す
が
、
一
人
ひ
と
り
が
注
意
し
て
火

を
取
り
扱
う
こ
と
で
出
火
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
た
も
の
が
そ
の
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
ま
し
た
。

消
防
団
で
は
引
き
続
き
「
火
事
を
出
さ
な
い
、

出
さ
せ
な
い
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
防
火
意
識

の
高
揚
を
図
る
た
め
、
今
一
層
の
火
災
予
防

活
動
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
台
風
18
号
を
は
じ
め
全
国

各
地
で
豪
雨
が
相
次
ぎ
、
各
地
に
大
き
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
京
都
府
内
で
も
特

別
警
戒
警
報
が
発
令
さ
れ
、
福
知
山
市
を
は

じ
め
多
く
の
地
域
で
大
規
模
な
災
害
が
発
生

い
た
し
ま
し
た
。

　
本
町
で
は
、
幸
い
に
大
規
模
な
災
害
に
は

至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
自
然
災
害
は
い
つ

ど
こ
で
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
で
、

災
害
を
予
測
す
る
こ
と
が
非
常
に
困
難
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
住
民
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
も
日
頃
か
ら
災
害
に
対
す
る
意
識
と

備
え
を
十
分
に
お
願
い
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
さ
て
、
与
謝
野
町
消
防
団
で
は
昨
年
７
月

に「
京
都
府
消
防
協
会
長
表
彰
旗
受
賞
調
査
」

を
受
閲
し
、
当
町
消
防
団
の
消
防
力
を
遺
憾

な
く
発
揮
し
、
２
月
９
日
に
開
催
さ
れ
る
京

都
府
消
防
大
会
で
は
京
都
府
消
防
協
会
長
表

彰
旗
を
受
賞
す
る
運
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
９
月
に
は
予
防
消
防
活
動
と

し
て
「
消
防
防
災
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
、
多

く
の
皆
様
の
防
火
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る

こ
と
が
で
き
た
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
団
員
は

連
日
の
訓
練
、
準
備
を
経
て
、
当
日
は
そ
の

成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
く
れ
た
と
振
り

返
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
昨
年
11
月
に
は
東
京
ド
ー
ム
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
「
消
防
団
１
２
０
年
・
自
治
体

消
防
65
周
年
記
念
大
会
」
に
参
加
し
、
我
が

国
に
お
け
る
消
防
団
結
成
か
ら
今
日
ま
で
の

経
過
や
最
新
鋭
の
消
防
防
災
資
機
材
を
活
用

し
た
訓
練
等
を
視
察
し
ま
し
た
。
そ
の
な
か

で
、
地
域
に
密
着
し
た
活
動
に
よ
り
、
災
害

発
生
直
後
か
ら
地
域
住
民
の
避
難
誘
導
等
の

任
務
に
当
た
る
こ
と
の
で
き
る
消
防
団
に
寄

せ
ら
れ
る
期
待
の
大
き
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
我
々
消
防
団
は
、
日
夜
、
消
防
防
災
の
要

と
し
て
活
動
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
社

会
が
大
き
く
変
化
し
て
い
く
中
、
自
営
業
の

団
員
が
減
る
一
方
、
会
社
勤
め
の
団
員
が
そ

の
大
半
を
占
め
、
新
入
団
員
や
昼
間
の
火
災

等
に
出
動
す
る
団
員
の
確
保
が
難
し
く
な
っ

て
お
り
、
消
防
団
を
取
り
巻
く
社
会
的
環
境

は
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
災
害
発
生
現
場

に
お
い
て
、
多
数
の
消
防
団
員
が
目
ざ
ま
し

い
活
躍
を
し
、
そ
の
重
要
性
が
改
め
て
認
識

さ
れ
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。

　
本
年
も
消
防
力
の
確
保
と
と
も
に
、
住
民

の
皆
様
の
生
命
と
財
産
を
守
り
「
自
分
た
ち

の
町
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
消
防
精

神
の
も
と
、
団
員
一
丸
と
な
っ
て
さ
ら
な
る

努
力
と
精
進
を
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。
住

民
の
皆
様
の
な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
住
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
、
本

年
が
災
害
の
な
い
平
穏
で
平
和
な
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

山添先生の講演に熱心に聞き入る参加者の皆さん

　　　デジアナ変換終了のお知らせ
　ブラウン管テレビ等のアナログ放送受信機でデジアナ
変換放送を視聴されているご利用者は、地上デジタル放
送視聴環境へお早めにご対応をお願いします。 

デジアナ変換放送終了予定日
平成２7 年３月末で終了（約１年 3 ヵ月後）

【問い合わせ】加悦地域振興課 CATV 係　☎ 43-2378

　　　 京都府野田川ユースセンター
　ユースセンターはフォレストパーク内の緑豊かな小高い丘
の上に建つ、ペンション風のモダンな施設です。宿泊・研修
の場、そして併設の音楽ホールではコンサートやパーティー
会場として多くの皆様にご利用いただいています。
　施設利用はすべて予約での対応となります。

【問い合わせ】　京都府野田川ユースセンター　☎ 42-2000

平成 25 年度全国統一防火標語 「消すまでは　心の警報　ＯＮのまま」

「
火
事
を
出
さ
な
い
、

出
さ
せ
な
い
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に

火
災
予
防
に
努
め
ま
す

●
与
謝
野
町
消
防
団
長

 

　
　
　 

　
　  

澤さ
わ
田だ 

尚な
お
登と
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山添先生の講演に熱心に聞き入る参加者の皆さん

健やか広場　　冬の食中毒に注意！ノロウィルス

い
。
便
や
吐
ぶ
つ
で
汚
れ
た
布
は
、
塩
素
系

漂
白
剤
に
浸
し
て
消
毒
し
ま
す(

塩
素
系
漂

白
剤
を
使
う
と
き
は
、
表
示
さ
れ
て
い
る
使

　
年
間
の
食
中
毒
の
患
者
数
の
約
半
分
は
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
も
の
で
、
う
ち
約
７
割

は
11
月
か
ら
２
月
に
発
生
し
て
い
ま
す
。
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
感
染
力
が
強
く
、
大
規
模

な
食
中
毒
な
ど
集
団
発
生
を
起
こ
し
や
す
い

た
め
、
注
意
が
必
要
で
す
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

に
は
ワ
ク
チ
ン
も
な
く
、
特
効
薬
も
あ
り
ま

せ
ん
。
流
行
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め

に
、
予
防
方
法
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

食
中
毒
の
症
状

　
食
後
1
日
か
ら
2
日
で
、
吐
き
気
、
お
う

吐
や
下
痢
、
腹
痛
、
微
熱
な
ど
を
起
こ
し
ま

す
。
幼
児
や
抵
抗
力
が
落
ち
て
い
る
人
は
、

　　　「重複地番の解消作業」を実施します
　法務局では、土地の重複地番解消のため、野田川地域の一部の
地区における「山地」の地番の変更を平成 26 年 1 月中に実施
します。なお、該当する土地の所有者には、作業完了後に通知書
が送付されますので、変更後の手続きは不要です。

【実 施 地 区】　上山田、下山田
【山 地 と は ？】　山林、原野などの山間地をいいます
【問い合わせ先】　法務局 宮津支局　☎ 22-2561

症
状
が
重
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。  

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒

を
防
ぐ
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

１
手
洗
い
を
し
っ
か
り
と
！

　
最
も
重
要
な
予
防
方
法
は
手
洗
い
で
す
。

帰
宅
し
た
時
、
食
事
前
、
ト
イ
レ
の
後
、
調

理
前
後
は
、
石
け
ん
で
よ
く
洗
い
、
流
水
で

十
分
に
流
し
ま
し
ょ
う
。
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒

は
、
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
予
防

に
は
効
果
的
で
す
が
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
は

あ
ま
り
効
果
が
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

２
「
人
か
ら
の
感
染
」
を
防
ぐ
！

　
家
庭
内
や
集
団
で
生
活
し
て
い
る
施
設
で

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
発
生
し
た
場
合
、
感
染
し

た
人
の
便
や
吐
ぶ
つ
か
ら
の
二
次
感
染
や
、

飛
沫
感
染
を
予
防
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
流
行
す
る
冬
期
は
、
乳
幼

児
や
高
齢
者
の
下
痢
便
や
吐
ぶ
つ
に
大
量
の

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
お
む
つ
等
の
取
り
扱
い
に
は

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
便
や
吐
ぶ
つ
を
片
付
け
る
と
き
は
、
使
い

捨
て
の
手
袋
と
マ
ス
ク
を
つ
け
、
ペ
ー
パ
ー

タ
オ
ル
な
ど
で
静
か
に
取
り
除
き
ま
す
。

●
使
っ
た
手
袋
や
マ
ス
ク
、
ペ
ー
パ
ー
タ
オ

ル
な
ど
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
密
閉
し
て
捨
て
ま

す
。

●
便
や
吐
ぶ
つ
で
汚
れ
た
床
は
、
薄
め
た
塩

素
系
漂
白
剤
を
含
ま
せ
た
布
で
お
お
い
、
し

ば
ら
く
そ
の
ま
ま
置
い
て
消
毒
し
て
く
だ
さ

用
方
法
を
守
っ
て
く
だ
さ
い)

。

３ 

食
品
か
ら
の
感
染
を
防
ぐ
！

●
加
熱
し
て
食
べ
る
食
材
は
中
心
部
ま
で

し
っ
か
り
と
「
加
熱
」
を
し
ま
す
。
85
度
90

秒
以
上
の
加
熱
が
必
要
で
す
。

●
調
理
器
具
や
調
理
台
は
「
消
毒
」
し
て
、

い
つ
も
清
潔
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
な
板
、
包

丁
、
食
器
、
ふ
き
ん
等
は
使
用
後
す
ぐ
に
洗

い
ま
し
ょ
う
。
熱
湯
（
85
度
以
上
）
で
１
分

以
上
の
加
熱
消
毒
が
有
効
で
す
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

食
中
毒
か
な
？

と
思
っ
た
と
き
の
ポ
イ
ン
ト

●
下
痢
や
お
う
吐
を
し
た
ら
、
し
っ
か
り
水

分
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

●
勝
手
に
判
断
し
て
薬
を
飲
む
の
は
や
め

て
、
ま
ず
は
病
院
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。 

正しい手の洗い方
■爪は短く切っておきましょう
■時計や指輪ははずしておきましょう

手洗いの前に

流水で手をぬらした後、石けん

をつけ手のひらをよくこする

手の甲をのばすようにこ

する

指先・爪の間を念入りにこ

する

指の間を洗う

親指と手のひらをねじりあ

らいする

手首も忘れずに洗う

石けんで洗い終わったら、十分に水で流し、清潔な
タオルやペーパーでよくふき取って乾かしましょう

　　道の駅シルクのまち　かや　　　　　
　道の駅シルクのまちかやではちりめん小物や食料品等
の「与謝野町優良産品」を、また特 A ランクの「京の豆っ
こ米」をはじめ、四季折々の新鮮野菜を取り揃えており
ます。観光客様のための施設と思われがちですが地元の
お客様も徐々に増えてきております。

【問い合わせ】　道の駅シルクのまち　かや　☎ 43-0860 
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A L T リレーコラム  ［ 第 32 回  本当のヒーロー   by ジェサイア］ COLUMN 図書館へ行こう！  BOOKS

今年は午
うま

年 平成 26 年が幕を開けましたが、今年の干支は「馬」。人間とは昔からさまざまな形で一
緒に暮らしてきたことから、本にもたくさん登場していますので、いくつかを紹介します。

『天
あ ま

翔
か け

る』
村山由佳／講談社

　学校に行けなくなった少女が、北海道の
牧場で出会ったのは、風変わりな牧場主と
野を走る馬たち。馬に魅了された彼女が挑
戦することになったのは、人馬が一体と
なって荒野を１日で 100 マイル走るとい
う、完走すら難しい乗馬耐久競技（エンデュ
ランス）だった・・・。

『勝負師の極意』
武豊／双葉社

　常に１位を取ることが求められる競馬の世
界で、トップを走り続けてきたジョッキーで
ある著者。
　ディープインパクト、オグリキャップと
いった名馬との物語や伝説のレースを振り返
りつつ、勝負へのプレッシャーに負けず進化
し続けるための哲学を語った１冊です。

『ルシールはうま』
アーノルド ローベル／文化出版局 
　おひゃくしょうさんとはたらくルシール
は、どろだらけでぱっとしない自分にがっ
かりしていました。ある日、きれいな花の
ついた帽子やドレスを着せてもらい、すっ
かり見ちがえるようになったルシールです
が、だんだんきゅうくつになってきて、つ
いに・・・。

『黒馬物語 世界で最も愛読され 
 ている動物物語 “馬の自叙伝”』
アンナシューエル ・ヴィクター アンブラス／文園社 

　車が発明されていなかった 100 年以上前
のイギリスでは、馬は人々の暮らしに欠か
せない存在でした。その一生を、“ブラック
ビューティー” という黒馬の目から語らせる
ことで、当時の馬たちの置かれた厳しい環境
や馬の生態について知ることができる絵本。

一般書 ●『伊藤まさこの雑食よみ』伊藤まさこ／ＫＡＤ
ＯＫＡＷＡ　●『家族の認知症に気づいて支える本』斎藤
正彦／小学館　●『気軽に楽しむ  茶事・茶会便利帖』岡

孝治／婦人画報社　●『チョコレートのお菓子』ＢＯＯＫ　
●『オレンジページ大人の素敵なグリーティングカード』くまだまり／ブ
ティック社　●『黒書院の六兵衛　全２巻』浅田次郎／日本経済新聞出版
社　●『独走』堂場瞬／実業之日本社　●『新釈にっぽん昔話』乃南アサ
／文藝春秋　●『影を買う店』皆川博子／河出書房新社　●『ペコロスの
母に会いに行く』岡野雄一／西日本新聞社
　 児童書 ●『黒田官兵衛』加来耕三／ポプラ社　●『すごい！びっくり！
昆虫のふしぎパワー』海野和男／世界文化社　●『キタキツネのおかあさ
ん』竹田津実／福音館書店　●『イヌとネコの体の不思議』斉藤勝司／誠
文堂新光社　●『浅田真央そして、その瞬間へ』吉田順／学研教育出版　
●『こやぶ医院は、なんでも科』柏葉幸子／佼成出版社　●『謎の国から
のＳＯＳ』エミリーロッダ／あすなろ書房　●『犬は人が好き。』石黒謙
吾／学研　●『十二支のおやこえほん』　高畠純／教育画劇

今月の
新着図書

●問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
●開館時間／午前 10 時～午後６時　　●休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

サ
ン
タ
の
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
の
読

み
聞
か
せ
は
雰
囲
気
満
点（
本
館
）

　12 月１日の本館を皮切りに、12 月８日に加悦分室、野田川分室が
12 月 21 日と、各館でクリスマスおはなし会を行い、おはなし倶楽部
よむよむ、加悦読み聞かせボランティア、マザーグースの会の皆さん
に読み聞かせをお世話になりました。
　参加者たちは一足早くクリスマス気分を楽しまれている様子でした。

クリスマスおはなし会を行いました

雨が降ってきました。私たちはずぶ濡れ
になりながら車へ急ぎました。急いで荷
物を積み込み、発進させようとアクセル
を踏み込みましたが、タイヤがビーチの
砂にはまり込んで全く動きませんでした。
  この時、日の暮れたビーチには私たち
の他に誰もおらず、私たちは知らない地
で途方に暮れてしまいました。
  しばらくすると、車に乗った４人の男
性が近付いてきました。彼らは地元住民
のように見え、体に入れ墨をしており、
車の上にサーフボードを積んでいました。

彼らのようになりたいと思うものです。このできごとの
後、困っている人を見かけたら助けるよう心掛けています。

「ヒーロー」になる方法は簡単です。困っている人を見つけ、
助けることです。大切なのは行動であり、これしか必要あ
りません。行動は人から人に伝染して「ヒーロー」が増え
ます。新しい年が始まります。皆さんも困っている人を見
かけたら、勇気を出して「ヒーロー」になりましょう！

　           年前、兄と一緒にハワイ旅行に行った時の話をしま
す。ボディーボードをするために車で移動している

と、人気のないビーチを見つけました。白い砂浜はどこま
でも続き、自由に泳いだり、砂浜で遊んだりするには最適
の場所でした。とても良い天気で、日差しは強かったので
すが、水は冷たく最高でした。１日中、楽しく遊びました。
  気が付くと夕方になっており、急に乱雲が立ち込め強い

然
の
状
況
を
紹
介
し
な
が
ら
環

境
保
全
の
重
要
性
を
教
え
る
こ

と
に
も
取
り
組
み
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

●
女
性
向
け
の
企
画
を
増
や

し
、
公
民
館
使
用
者
の
幅
を
広

げ
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

 

女
性
に
、
興
味
を
持
っ
て
も

ら
え
る
こ
と
を
探
し
企
画
を
立

案
し
、
実
施
し
ま
す
。

 

こ
れ
か
ら
も
、
後
野
地
域
交

流
の
場
と
し
て
の
役
割
を
果
た

す
べ
き
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

助けられたおかげで楽しい旅になり
ました（左が筆者）

公民館訪問 ［ 第 23 回　夏祭り］ 後野公民館

彼らの目的が分からず、不安になりました。私たちは身を
守るすべもなく無力でした。
  しかし、私たちは逆に彼らへ感謝することになりました。
４人のうち最初に話しかけてきた男性は「タイヤから空気
を抜いたかい？」と聞いてきました。別の男性は私に車を
バックするよう言い、最後に車から出てきた男性は、車か
ら「エアゲージ」を取りだし、私たちの車のタイヤからゆっ

後
野
地
区
公
民
館
は
、

平
成
25
年
２
月
に
新

築
を
し
て
、
新
後
野
地
区
公
民

館
と
し
て
新
し
く
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

 

新
後
野
地
区
公
民
館
と
し
て

の
活
動
は
、
後
野
区
夏
祭
り
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。

 

後
野
区
夏
祭
り
は
、
区
民
に

よ
る
、
区
民
の
た
め
の
、
区
民

の
夏
祭
り
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

光
り
と
灯
り
の
祭
典
を
テ
ー
マ

に
行
い
ま
し
た
。

  

今
年
は
、万
灯
篭
６
０
０
個
、

大
江
山
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
炎
の

光
40
個
を
ウ
エ
ー
ブ
式
に
点
灯

し
夏
祭
り
を
盛
り
上
げ
、
区
民

の
皆
さ
ん
の
目
線
を
引
き
つ
け

ま
し
た
。
ま
た
、
盆
踊
り
に
も

趣
向
を
こ
ら
し
、
鈴
木
主
水
は

も
ち
ろ
ん
、
今
年
は
、
荻
野
目

洋
子
の
ダ
ン
シ
ン
グ
・
ヒ
ー

ロ
ー
も
加
え
て
子
ど
も
、
若
者

に
も
参
加
し
や
す
い
環
境
を
整

え
た
こ
と
も
盛
り
上
が
っ
た
要

因
の
一
つ
に
上
げ
ら
れ
ま
す
。

  

今
後
の
後
野
地
区
公
民
館
活

動
は
、
今
ま
で
に
行
っ
た
活
動

を
維
持
し
つ
つ
新
し
い
取
り
組

み
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

一
部
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

●
後
野
の
自
然
を
、
後
野
の

子
ど
も
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
、
子
ど
も
自
然

教
室
の
実
施
し
、
昔
の
良
き
自

くり空気を抜きはじめました。後で知ったのですが、これ
は砂地にタイヤがはまった時の脱出方法で、地面とタイヤ
との接地面積を増やすためです。
  私がアクセルを踏み、彼らは車を押してくれました。す
ると間もなく車は道路に戻ることができました。私たちを
助けると、あっという間に彼らは行ってしまいました。
  今でも、このできごとをたびたび思い出します。あの時、

もっときちんとお礼を言っておけば良
かったと思います。もう二度と彼らの名
前を知ることができないのが残念です。
  彼らこそ本当の「ヒーロー」だと思い
ます。一般的に「ヒーロー」といえば映
画の中などで人間を超えた力を持ち世界
の邪悪と戦う人のことをいいますが、本
当の「ヒーロー」とは、困難に遭って途
方に暮れていた兄弟を助けた彼らのよう
に、見返りや賞賛を必要とせず他人を助
ける人のことだと思います。
  「ヒーロー」の行動を見た人は自分も

盛
り
上
が
っ
た
夏
祭
り

10

Info

図書館おはなし会　
＜本　館＞ １月 11 日（土）午後３時～
　　　　 　２月 １ 日（土）午後３時～
＜加悦・野田川分室＞ １・２月はお休みです

蔵書点検のため臨時休館します
　図書館の本をすべて一冊ずつチェックするた
め、下記のとおり臨時休館します。
　休館中はご不便をおかけしますが、ご理解ご
協力の程よろしくおねがいします。

＜本　館＞ ２月 11 日（火）～ 14 日（金）
＜加　悦＞ ２月 ５ 日（水）～ ６ 日（木）
＜野田川＞ ２月 ５ 日（水）～ ６ 日（木）　
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●人権問題を考えるつどい

子育てについての講演
　教育現場の中で親が子どもに与え
る影響の大きさについて考える教育
評論家の親

おや
野
の

知
ち

可
か

等
ら

（本名杉
すぎ

山
やま

圭
けい

一
いち

）さんを講師に迎え、12 月 5 日、
「野田川わーくぱる」を会場に、講
演会が開催されました。　
　「親力と子どもの人権」～子ども
の人権を守るために、大人にできる
こと～を演題に、叱らないしつけに
ついて等の講演をされました。
　訪れた多くの来場者は、熱心に耳
を傾け、聞き入っていました。

●認知症サポーター養成講座

認知症への理解を深めました
　12 月８日、橋立中学校 1 年生を対象
に、認知症サポート養成講座が与謝野町
社協、丹後福祉応援団、あじさい苑のキャ
ラバンメイト協力のもと行われました。
　この講座の目的は、認知症への正しい
知識を持ち、認知症の人や、その家族を
応援し、だれもが暮らしやすい地域を作っ
ていくボランティアを増やすことです。
　生徒たちは認知症の症状、認知症の人
と接するときの対応の仕方を講師からの
説明、ＤＶＤを見て学びました。
　講座終了後には、「認知症の人や、そ
の家族の人のサポートをし応援したい」
という感想が聞かれ、認知症への理解を
深めたようでした。

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
て
対
応
の
仕
方
を
学
ぶ

生
徒
た
ち

●知事と和い和いミーティング

「まちを元気にする
『女子会』 in 与謝野町」

　12 月 1 日、女性が活躍する与謝野
町の魅力について京都府山田知事と、
町内で観光や福祉、織物、農業など、
各分野の活動を通じて地域の活性化に
取り組む女性の皆さんが集まり、女性
が活躍する与謝野町の魅力を知事と語
る「知事と和い和いミーティング」が
中央公民館で開催されました。
　知事は、「ちりめん街道で、由緒あ
る街並みや着物のれん、手機体験、着
物で迎えてくれるカフェ等の魅力を集
約させて、この地域にしかない丹後ち
りめんを生かしたまちづくりに取り組
みたい」と話しました。

●功績功労をたたえて

京都府青少年健全育成功労者等
知事表彰を受賞されました
　11 月 24 日に行われた京都府青少年健全育成功労者等
知事表彰式において、長

なが
島
しま

誠
まこと

さん（上山田）が「青少年育
成部門、個人」で知事表彰を受賞されました。
　長島さんは山田青少年育成会長として、山田地区のみな
らず与謝野町青少年育成会の運営委員として町全体の青少
年育成活動に尽力した功績が認められ、受賞となりました。
  山田地区には上山田区と下山田区に青少年育成会（愛護
会）組織があり、当時上山田青少年愛護会長だった長島さ
んは、同じ小学校区内で統一した活動ができるよう２つの
組織の一本化に向けて働き掛け、山田青少年育成会の設立
の中心的な役割を果たされました。
  また、山田青少年育成会
の初代会長として合併の合
同事業としてグラウンド・
ゴルフ大会を開催するなど
活動の土台づくりに貢献さ
れました。活動に当たって
は山田地区の小・中学校Ｐ
ＴＡとの連携を図り、協力
体制を再構築するなどご尽
力されました。

「親力」について語る親野知可等講師

●第 36 回京都府民総体ソフトボール与謝野町代表チーム

見事優勝を果たしました！
　10 月 13 日から 11 月 17 日の日程で京都府立丹波自然
運動公園などを会場に行われた「第 36 回京都府民総合体
育大会男子ソフトボール」の部で、与謝野町代表チームが
見事優勝を果たしました。
　2 年前にも優勝し今回で 2 回目。この強さの要因は「若
さのパワー、それに加えチームワークの良さに尽きる」と
話す金

かな
谷
や

繁
しげ

樹
き

監督（写真下段左から 3 番目）。
　決勝戦では、エースの鳥

とり
垣
がき

尚
なお

城
き

さん（写真最上段右から
3 番目）が完封の素晴らしいピッチングを見せ、また全員
で取った得点を守りきり優勝しました。
　監督は、来年の目標を連覇とし、「選手のみんなには本
当に感謝している。まだまだ強くなるチームであり、来年
も優勝を狙える力は十分ある」と自信を見せ、力強く話し
てくれました。

優
勝
後
、
笑
顔
で
記
念
撮
影
の
与
謝
野

町
代
表
チ
ー
ム

知事を囲んで話し合いました

京都府青少年健全育成功労者等知事

表彰を受賞された長島さん

町 政  News & Information町 政  News & Information

申告はできるだけお早めに！
所得税 ･ 町府民税の申告相談と受付

問 税務課 ☎ 44-2084

●申告相談日程

相談先 相談会場
２月 ３月

相談
時間

対象
税目17

日
（月）

18
日

（火）

19
日

（水）

20
日

（木）

21
日

（金）

24
日

（月）

25
日

（火）

26
日

（水）

27
日

（木）

28
日

（金）

3
日

（月）

４
日

（火）

5
日

（水）

6 
日

（木）

7 
日

（金）

10 
日

（月）

11
日

（火）

12
日

（水）

13
日

（木）

14
日

（金）

17
日

（月）

税務署 宮 津 税 務 署 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 9:00～17:00 所得税

合同
相談

元 気 館 〇 〇 〇
9:30～16:00 所得税

住民税
野田川わーくぱる 　 〇 〇 〇 〇
知 遊 館 　 〇 〇

役場
相談

野 田 川 庁 舎
研 修 室 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 9:00～17:00

※相談時間については、いずれも 12：00 から 13：00 までは休憩ですのでご注意ください。
※今年度から出張相談につきましては、宮津税務署・税理士等と共同して実施いたします。出張相談日は野田川庁舎での相談を行いません。

て
い
る
人
で
、
年
末
調
整
を
受
け

て
い
な
い
給
与
収
入
と
各
種
の
所

得
金
額
（
給
与
所
得
や
退
職
所
得

を
除
く
）
と
の
合
計
額
が
20
万
円

を
超
え
る
人

※
平
成
23
年
分
以
後
で
公
的
年
金

等
の
収
入
金
額
が
４
０
０
万
円
以

下
で
、
か
つ
、
公
的
年
金
等
に
係

る
雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が

20
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、

所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
す

る
こ
と
を
要
し
ま
せ
ん
。

【
申
告
に
必
要
な
も
の
】

●
印
鑑

●
平
成
25
年
中
の
収
入
が
分
か

る
書
類

●
給
与
所
得
者
や
年
金
受
給
者

で
確
定
申
告
を
す
る
人
は
、
平
成

25
年
分
源
泉
徴
収
票

●
所
得
控
除
の
計
算
に
必
要
な

　
毎
年
期
限
近
く
に
な
る
と
大
変

混
雑
し
ま
す
の
で
、
申
告
は
で
き

る
だ
け
早
く
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
不
明
な
点
は
、
税
務
課

ま
た
は
、
宮
津
税
務
署
（
☎

２
２・
３
２
７
１
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
府
民
税
の

申
告
が
必
要
な
人

　
平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
、
与

謝
野
町
に
居
住
し
て
い
る
人
は
申

告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
所
得

の
な
い
人
も
、
そ
の
旨
を
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
人
は

あ
ら
た
め
て
申
告
書
を
提
出
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
申
告
が
不
要
な
人
】

●
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提

出
し
た
人

●
給
与
所
得
だ
け
で
、
勤
務
先
か

ら
給
与
支
払
報
告
書
を
提
出
さ
れ

て
い
る
人

●
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
の

み
の
人

所
得
税
の

申
告
が
必
要
な
人

●
事
業
を
し
て
い
る
人
や
不
動

産
収
入
の
あ
る
人
、
土
地
や
建
物

を
売
っ
た
人
な
ど
で
、
平
成
25
年

中
の
所
得
の
合
計
額
が
、
各
種
所

得
控
除
の
合
計
額
よ
り
多
い
人

●
給
与
の
収
入
金
額
の
合
計
額

が
２
０
０
０
万
円
を
超
え
る
人

●
給
与
を
１
か
所
か
ら
受
け
て
い

る
人
で
、
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以

外
の
所
得
が
20
万
円
を
超
え
る
人

●
給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
受
け

男 女 共 同 参 画

シリーズ 68

書
類
、
払
込
証
明
書
等
（
生
命
保

険
料
、
地
震
保
険
料
、
国
民
年
金
、

国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、

後
期
高
齢
者
医
療
（
長
寿
医
療
）

保
険
料
等
）

【
混
雑
解
消
の
た
め
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
】

●
申
告
書
が
郵
送
さ
れ
て
き
た
人

は
、
必
ず
開
封
し
、
住
所・氏
名・

フ
リ
ガ
ナ
を
記
入
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

●
事
業
所
得
（
営
業
、
そ
の
他
事

業
、
農
業
所
得
）
や
不
動
産
所
得

の
あ
る
人
は
、
収
支
内
訳
書
（
必

ず
必
要
経
費
を
項
目
別
に
年
間
分

を
計
算
）
を
記
入
し
て
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

●
分
離
申
告
は
専
門
的
な
内
容
と

な
る
た
め
宮
津
税
務
署
で
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

町 府 民 税　第 4 期
国民健康保険税　第 8 期
介 護 保 険 料　第 8 期

今月の納期
1/31（金）まで

野田川庁舎（税務課）
いずれも午後８時まで
※納付書をご持参ください

夜間納税窓口
1/29（水）・

30（木）・31（金）

滞 納 税
相 談 窓 口
※納期を過ぎた町税

の納付相談窓口

京都地方税機構 
丹後地方事務所
京丹後市役所大宮庁舎 3 階　
☎ 0772-68-1041



まちのうごき
平成 25 年 11 月末現在

人　口 23,663 人（－21）

　男　 11,231 人（－10）

　女　 12,432 人（－11）

世帯数 9,164 戸（－ ７）

※括弧内は前月比

町 政  News & Information町 政  News & Information

お
悔
や
み

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

町内に配布している

広報誌には掲載しています

町内に配布している

広報誌には掲載しています
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民生委員 ･ 児童委員一斉改選

民 生 委 員 ･ 児 童 委 員（58 人）

地区 担当区域 氏名 地区 担当区域 氏名

算所
縄手町、大石町 野口二三代

三河内

上地 武田　民子
上の町、中の町、佐々木町 𠮷岡　淳子 大道 金谷　秀美

加悦奥
1・2・4・11 番組 細井　悦子 奥地 岩﨑　文宏
3・5・6～10 番組 細井千代子 中坪 成毛きく枝

加悦
上の町 ､ 駅前通りより上の花組 安田　　勝 下地 森脇　諬介
橋本町、下の町 細見　和子 梅谷 江原　政子
中市 ､ 駅前通りより下の花組 横谷　秀樹

岩屋
上地 山﨑　洋介

後野
宮本町、上の町、正導寺 深田　敏子 下地 阿路川正和
下の町、中の町、大下町、嗎、団地町 細井百合子

市場

一区 大紫磨妙子

与謝
峠、段の坂、北、中里、河原 和田　好美 二区 211～220 組 浪江　和枝
二ツ岩、宇豆貴、山河 大槻　千鶴 三区 坂根千壽子

滝
椿原、海山、石場、滝口、平林 西垣寿美野 四区 坂根　　明

中岡、東組、下の段、寺地、畑中、岡田、由利 小 　宣枝 五区 松尾　友子

金屋
旧国道を境として西側全域 吉崎美智代

山田

尾崎 牛田　義房
旧国道を境として東側全域 矢野　幸子 館 塩見田鶴子

温江
虫本、奥手、尾の上、湯の谷 東垣　邦昭 上地 1～4 番組 三宅美千子
谷垣、尾作、小森谷、檜谷、百合、川向、門出 山﨑　英子 上地５～13 番組 滝　　正導

明石
倉ケ崎東側、棒賀、日産 垣　範子 下地 山﨑やえ子
大代、庄ケ崎、倉ケ崎西側 平井　鈴代

石川

亀山 成毛　和利
香河 香河全域 中上比佐子 大宮、川上 藤原　充静

石田
町道上鉢屋敷線・下鉢屋敷線より山田側 大江　照雄 上地 河邉　時寛
町道上鉢屋敷線・下鉢屋敷線より岩滝側 井上　　幸 中地 河辺　崇文

弓木
10～14 組、19～20 組、22～26 組 廣野　伸一 下地・堂谷 仲野　修作
1～9 組、15～18 組、21 組 糸井　淑子

立町
1～8 組、20 組 糸井　志郎
9～19 組 上田　哲生

浜町
10～21 組 小池不二雄
1～９組 田中　初美

主任児童委員（６人）

児童福祉を専門的に担
当し、主に関係機関と
地区担当との連絡調整
を行う藪後

町道上道田中１号線より山側で町営
天神山団地を除く 髙尾　通江

町道上道田中１号線より海側と山側
の町営天神山団地を含む 楠田　育雄

東町
町道板列線より岩滝側 下野　佳美 担当区域 氏名
町道板列線より男山側 大下　恭子

加悦地域全域
小柴真由美

男山

国道より海側で、15・21・22 組を除く 千賀　　勊 森垣　佳代
国道より山側で、男山川より岩滝側（5・24
組除く）と国道より海側の 15、21、22 組 四宮　功雄 岩滝地域全域

為村恵美子
植田　智子

国道より山側で、男山川より府中側、
岩滝側の 5・24 組 髙岡　惠子 野田川地域全域

松本　正徳
長島　弘子

身近な相談役にお気軽にご相談ください
問 福祉課 ☎ 43-1513

　
民
生
委
員･

児
童
委
員

の
改
選
が
全
国
一
斉
で
行

わ
れ
、
平
成
25
年
12
月
１

日
付
（
任
期
３
年
間)

で

民
生
委
員･

児
童
委
員
58

人
と
主
任
児
童
委
員
６
人

が
厚
生
労
働
大
臣
と
府
知

事
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

12
月
３
日
に
野
田
川

わ
ー
く
ぱ
る
で
行
わ
れ
た

委
嘱
状
伝
達
式
で
は
、
四し

宮み
や

功い
さ

雄お

さ
ん
（
男
山
）
が

「
住
民
の
ニ
ー
ズ
も
多
様

化
す
る
中
、
私
た
ち
は
地

域
住
民
の
立
場
に
立
っ
て

相
談
・
支
援
活
動
を
行
っ

て
い
く
」
と
決
意
を
表
明

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
退
任
者
に
対
し
、

厚
生
労
働
大
臣
、
府
知
事
、

町
長
か
ら
感
謝
状
等
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

退
任
者
の
皆
さ
ん

【
加
悦
地
域
】

松
本　
節
子　
朝
倉　
一
博

今
田
登
志
子　
小
倉　
敏
一

藤
田　
久　
　
安
田
百
合
子

和
田　
茂
雄　
大
江　
京
子

白
田　
俊
介　
巻
田
起
代
子

依
田　
嘉
則　
伊
達　
清
美

【
岩
滝
地
域
】

難
波　
壽
和　
村
井
三
知
代

松
井　
光
基　
山
添　
德
子

糸
井　
範
子

【
野
田
川
地
域
】

松
尾　
豊
子　
白
數　
道
夫

谷
口　
勝
雄　
橋
詰　
協
一

宮
垣　
光
真　
井
本
美
代
子

上
野　
文
明　
岡
本　
英
夫

小
西　
康
子　
池
本　
詞
子

長
壁　
克
司　
坪
倉　
憲
子

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

委
員
64
人
を
代
表
し
て
決
意
表
明

を
行
う
四
宮
功
雄
さ
ん

※この欄で紹介する出生とお悔やみは、11月 16日から12月15日までの届け出分です。また、役場窓口で届出の際に希望された方のみを掲載しています。

与謝野町役場 
　☎ 46-3001（代表）

岩滝地域振興課
　☎ 46-3002
総務課
　☎ 46-3003
　☎ 46-3004（消防安全係） 
企画財政課 
　☎ 46-3084
　☎ 46-3085（情報システム係）
建設課
　☎ 46-3267
商工観光課
　☎ 46-3269
会計室
　☎ 46-3007

野田川庁舎
　☎ 44-2081（代表）

野田川地域振興課
　☎ 44-2082
住民環境課
　☎ 44-2083 
税務課
　☎ 44-2084 
水道課
　☎ 44-2085 
下水道課
　☎ 44-2086

加悦庁舎 
　☎ 43-1511（代表）

加悦地域振興課
　☎ 43-1512
福祉課
　☎ 43-1513
保健課
　☎ 43-1514
農林課
　☎ 43-2191
議会事務局
　☎ 43-0215
教育委員会 教育総務課
　☎ 43-2192
教育委員会 教育推進課
　☎ 43-2193

問 総務課 ☎ 46-3003

入札日 工事名 場所 業者数 落札業者名
予定価格

（千円 / 税
抜）

最低制限
価格

（千円 / 税
抜）

落札金額
（千円 / 税

抜）
落札率
（％） 工事期間

11/12 統合簡水与謝簡易水道与謝浄水場改良工事 滝 6 者 砂後建設㈱ 25,965 23,192 23,192 89.3 11/22 ～ H26/3/25

11/12 統合簡水与謝簡易水道峠浄水場改良工事 与謝 ４者 砂後建設㈱ 45,278 40,580 40,580 89.6 11/22 ～ H26/3/25

11/12 統合簡水与謝簡易水道奥滝浄水場改良工事 滝 ４者 安田建設㈱ 45,880 41,128 41,128 89.6 11/22 ～ H26/3/25

11/18 与謝野町街路灯・防犯灯ＬＥＤ化工事　　
（北部地域） 岩滝他 ４者 上田電気設備 2,558 2,194 2,194 85.7 11/21 ～ H26/2/21

11/18 与謝野町街路灯・防犯灯ＬＥＤ化工事　　
（東部地域） 香河他 ４者 矢野電器㈱ 2,672 2,290 2,290 85.7 11/26 ～ H26/2/21

11/18 与謝野町街路灯・防犯灯ＬＥＤ化工事　　
（西部地域） 岩屋他 ５者 山崎電気㈱ 3,451 2,956 2,956 85.6 11/23 ～ H26/2/21

11/18 嘉久屋橋水道管新設工事 石川 ４者 ㈲柳水道 5,341 4,689 4,689 87.7 11/28 ～ H26/3/25

11/18 明石川河川改良工事 明石 ４者 ㈱山添電気 1,946 1,672 1,672 85.9 11/28 ～ H26/2/14

11/18 浜町地区面整備①工事 弓木 ２者 ㈲柳水道 2,039 1,758 1,758 86.2 11/28 ～ H26/1/15

11/18 明石地区公民館用地造成工事および大門堂
坂線道路改良工事合併工事 明石 ７者 ㈱丸正組 10,609 9,215 9,215 86.8 11/27 ～ H26/2/14

11/18 大江山運動公園駐車場排水路整備工事 滝 ８者 ㈱山田電気商会 13,188 11,458 11,458 86.8 11/22 ～ H26/2/14

11/18 災害に強い森づくり事業治山工事（岩屋地区） 岩屋 ２者 ㈱きしべ建設 15,822 13,650 13,650 86.2 11/27 ～ H26/3/28

11/18 温江地区面整備①工事 温江 ４者 安田建設㈱ 28,577 24,854 24,854 86.9 11/28 ～ H26/3/31

11/29 与謝野町染色センター改修工事 算所 ２者 ㈱川見建設丹後支店 18,540 16,636 17,000 91.6 12/4 ～ H26/1/31

11   月入札結果

●確定申告会場のご案内　
　所得税および復興特別所得税の確定申告書の書き方などの無
料相談を行います。宮津税務署の駐車場は狭く、会場は大変混雑
します。状況により長時間お待ちいただく場合があります。申
告する方は別途配布の「税務特集号」をご覧の上、確定申告会場へ
お越しください。
●国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」をご利用ください
　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」では、
画面の案内に従って金額等を入力すれば、所得税および復興特
別所得税の確定申告書などを作成できます。作成したデータは、
e-Tax の利用、または印刷した書面で提出することもできます
ので、申告書の作成には、ぜひご利用ください。
●平成26年１月から記帳・帳簿等の保存制度の対象者が拡大されました
　個人の白色申告者のうち、事業所得、不動産所得または山林
所得を生ずべき業務を行う全ての方（所得税および復興特別所
得税の申告の必要がない方も対象となります）は、平成26年１
月から記帳と帳簿書類の保存が必要です。記帳と帳簿等の保存
制度や記帳の内容の詳細は、国税庁ホームページをご覧ください。

宮津税務署からのお知らせ
●申告と納税は、期限内に！
　所得税および復興特別所得税と贈与税は３月 17 日（月）まで、
個人事業者の消費税および地方消費税は３月 31 日（月）までです。
●納税は便利な振替納税で！
　所得税および復興特別所得税の振替日は４月 22 日（火）、消
費税および地方消費税は４月 24 日（木）です。
　現金で納付される場合は、納期限までに現金に納付書を添え
て、お近くの金融機関（日本銀行歳入代理店）または住所地等
の所轄税務署の納税窓口で納付してください。また、e-Tax を
利用すれば自宅や事務所からインターネット等を利用して電子
納税できます。
　その他、振替納税は、「預貯金口座振替依頼書兼納付書送付依
頼書」を提出していただくだけで、ご指定の預貯金口座から振
替日に自動的に納税が行われます。納税のために金融機関また
は税務署に出向く必要もなく、預貯金残高を確認しておくだけ
で納付手続を済ませることができる、大変便利で確実な納付方
法ですので、ぜひご利用ください。
※土・日曜・祝日は、宮津税務署では相談および申告書の受付は行っておりません。
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壇上にそろった 13 人の発表者。堂々とした主張
発表は来場者の心に響いていました（氏名敬称略）

PHOTO
TOPICS

「与謝野町子ども発表会」（与謝野町青少年育成会主催）
が 12 月 1 日、野田川わーくぱるで開催されました。壇
上に立った町内の小中学校と加悦谷高校から 13 人の子
どもたちが思い思いのメッセージを発表しました。

●与謝野町子ども発表会

心を打つ子どもたち
からのメッセージ

　子どもたちの発表は、自
分の将来の夢やふるさとへ
の思いについて、学校生活
や地域での経験から感じた
こと、学校の仲間たちへの
メッセージなどさまざま。
　心を打つ発表に来場者た
ちは真剣に聞き入っていま
した。
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